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一
九
一
八
年
九
月
の
ウ
フ
ァ
国
家
協
議
会
で
成
立
し
た
執
政
政
府
と
臨
時

シ
ベ
リ
ア
政
府
は
、
一
九
一
八
年
一
一
月
初
め
に
統
一
政
府
（
全
ロ
シ
ア
臨

時
政
府
）と
な
る
が
、
直
後
の
一
一
月
一
八
日
に
首
都
オ
ム
ス
ク
で
政
変
が

起
こ
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
を
最
高
執
政
官
と
す
る
政
権

に
衣
替
え
し
た
。

　

コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
（
オ
ム
ス
ク
政
権
と
も
よ
ば
れ
る
）は
ウ
ラ
ル
以
東

の
広
大
な
地
域
を
支
配
し
た
も
の
の
、
一
九
一
九
年
六
月
以
後
急
速
に
勢
力

を
失
い
、
一
一
月
に
は
オ
ム
ス
ク
を
放
棄
し
て
東
に
向
か
っ
た
。
政
府
は
崩

壊
し
、
一
九
二
〇
年
一
月
初
め
に
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
が
退
陣
し
て
消
滅
し
た
。

　

当
初
日
本
は
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
に
冷
淡
だ
っ
た
が
、
一
九
一
九
年
五
月

に
承
認
方
針
を
決
定
し（
結
局
正
式
承
認
に
は
至
ら
ず
）、
軍
事
援
助
を
行
っ

た
。
し
か
し
、
同
政
権
の
崩
壊
に
よ
り
シ
ベ
リ
ア
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
の
下

に
入
り
、
極
東
で
も
次
々
と
革
命
派
の
政
権
が
樹
立
さ
れ
て
、
シ
ベ
リ
ア
出

兵
は
最
大
の
転
換
点
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
中
嶋
毅
「
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
下
の
ニ
コ
ラ
イ
・
Ｖ
・

ウ
ス
ト
リ
ャ
ー
ロ
フ
」、
兎
内
勇
津
流
「
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
ペ
ペ
リ
ャ
ー
エ

フ
（
一
八
九
一
〜
一
九
三
八
）
と
シ
ベ
リ
ア
の
内
戦
」、
及
川
琢
英
「
ウ
ラ
ジ

オ
派
遣
軍
の
撤
兵
と
押
収
武
器
問
題
」
と
い
う
三
つ
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

中
嶋
報
告
の
ウ
ス
ト
リ
ャ
ー
ロ
フ
は
、
内
戦
後
ハ
ル
ビ
ン
で
活
動
し
た
法

学
者
で
あ
り
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
へ
の
協
力
を
唱
え
た
道
標
転
換
派
の
人
物

と
し
て
知
ら
れ
る
。
彼
は
一
九
一
九
年
二
月
以
降
オ
ム
ス
ク
で
政
府
の
宣
伝

活
動
に
深
く
関
わ
る
と
も
に
、
政
権
を
支
え
る
カ
デ
ッ
ト
党
東
方
部
の
政
論

家
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
た
。
ウ
ス
ト
リ
ャ
ー
ロ
フ
は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク

の
独
裁
体
制
と
ロ
シ
ア
の
統
一
維
持
を
擁
護
し
、
一
九
一
九
年
夏
以
降
政
権

の
危
機
が
深
ま
る
中
で
も
そ
の
立
場
を
維
持
し
た
。
彼
に
と
っ
て
は
ロ
シ
ア

の
統
一
維
持
が
内
戦
の
帰
趨
以
上
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の
後
白
系
政
権
に
よ

る
ロ
シ
ア
統
一
の
不
可
能
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
武
装

闘
争
の
放
棄
を
主
張
し
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
権
力
支
持
に
そ
の
立
場
を
転
じ
た
の

で
あ
る
。

　

兎
内
は
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
ペ
ペ
リ
ャ
ー
エ
フ
と
い
う
軍
人
に
つ
い
て
報
告

し
た（
兄
ヴ
ィ
ク
ト
ル
も
登
場
す
る
た
め
、
以
下
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
と
記
す
）。

ア
ナ
ト
ー
リ
ー
は
十
月
革
命
後
ト
ム
ス
ク
に
入
り
、
一
九
一
八
年
五
月
に

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
（
以
下
「
チ
ェ
コ
軍
団
」）
が
蜂
起
す
る
と
こ
れ

に
乗
じ
て
蜂
起
し
、
チ
ェ
コ
軍
団
と
共
同
し
て
八
月
末
ま
で
に
シ
ベ
リ
ア
か

パ
ネ
ル
﹁
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
﹂

兎
内 

勇
津
流
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ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
勢
力
を
一
掃
し
た
。
一
一
月
の
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
と
コ

ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
の
成
立
は
、
状
況
を
大
転
換
し
た
。
チ
ェ
コ
軍
団
が
戦
闘

か
ら
退
い
た
。
ま
た
新
政
権
は
思
っ
た
ほ
ど
国
際
的
支
援
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
カ
デ
ッ
ト
党
東
方
部
で
活
動
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
ル
は
こ
の
後
政
府
に
入
り
、

一
九
一
九
年
一
一
月
に
は
首
相
に
任
命
さ
れ
る
。
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
府
軍
は

一
九
一
八
年
一
二
月
に
ペ
ル
ミ
を
占
領
し
た
。
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
は
こ
の
時
大

き
な
声
望
を
得
た
が
、
そ
の
後
は
苦
戦
す
る
。
赤
軍
が
充
実
す
る
一
方
、
コ

ル
チ
ャ
ー
ク
政
府
軍
は
兵
員
の
質
の
低
下
、
補
給
の
崩
壊
に
苦
し
む
。
結
局

七
月
に
ペ
ル
ミ
を
再
占
領
さ
れ
急
速
に
退
却
し
て
い
っ
た
。

　

ア
ナ
ト
ー
リ
ー
は
独
裁
支
持
だ
っ
た
は
ず
が
、
八
月
に
な
る
と
「
民
主

化
」
要
求
を
打
ち
出
し
、
一
二
月
に
は
兄
と
と
も
に
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
に
要
求

を
突
き
つ
け
た
が
失
敗
し
た
。
こ
の
直
後
、
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
が
上
官
を
「
逮

捕
」
す
る
事
件
を
起
こ
す
。
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
が
消
滅
す
る
と
、
ヴ
ィ
ク

ト
ル
は
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
と
と
も
に
一
九
二
〇
年
二
月
に
銃
殺
さ
れ
た
。
ア
ナ

ト
ー
リ
ー
は
ザ
バ
イ
カ
ル
を
経
て
同
年
四
月
に
ハ
ル
ビ
ン
に
移
る
。
そ
の
後

一
九
二
二
年
に
義
勇
兵
を
率
い
て
サ
ハ
に
入
り
、
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
武
装

闘
争
を
試
み
た
が
、
翌
年
六
月
に
降
伏
し
服
役
し
た
。

　

ペ
ペ
リ
ャ
ー
エ
フ
兄
弟
の
民
主
派
転
向
は
奇
怪
に
見
え
る
が
、
政
権
自
体

に
軍
事
独
裁
と
は
異
質
な
不
可
解
な
部
分
が
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
チ
ェ

コ
軍
団
の
蜂
起
を
起
点
に
展
開
し
た
、
ロ
シ
ア
東
部
の
白
系
諸
勢
力
を
め
ぐ

る
力
学
が
想
定
さ
れ
る
。

　

最
後
の
及
川
報
告
は
、
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
過
程
で
の
派
遣
軍
を
扱
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
時
期
政
府（
特
に
原
内
閣
）
は
よ
く
軍
を
統
制
し
て
い
た
と

さ
れ
る
が
、
話
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
は
一
九
二
〇
年

四
月
初
め
に
沿
海
州
で
武
力
衝
突
を
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
雨
宮
昭
一

が
「
派
遣
軍
が
「
偶
然
」・
陰
謀
に
よ
っ
て「
統
帥
権
独
立
」
を
保
護
し
よ
う

と
し
た
も
の
」
と
述
べ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
派
遣
軍
が

政
府
・
陸
軍
省
の
方
針
に
対
抗
で
き
な
い
場
合
、「
陰
謀
」
の
形
で
こ
れ
に

反
す
る
行
動
を
と
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
年
四
月
の
武
力
衝
突
時
、
日
本
軍
は
大
量
の
武
器
を
押
収
し
た

が
、
こ
の
処
理
が
問
題
だ
っ
た
。
政
府
は
極
東
共
和
国
へ
の
交
付
を
決
定
し
た

が
、
派
遣
軍
は
白
系
政
権
に
回
す
余
地
を
残
し
た
か
っ
た
。
ま
た
一
九
二
二

年
に
奉
直
戦
争
が
起
こ
る
と
、
張
作
霖
と
関
東
軍
は
派
遣
軍
に
再
三
武
器
引

き
渡
し
を
求
め
た
。
立
花
小
一
郎
派
遣
軍
司
令
官
は
こ
れ
を
拒
否
し
続
け
た

も
の
の
、
実
の
と
こ
ろ
か
な
り
の
武
器
が
奉
天
に
運
ば
れ
て
い
た
。
ま
た
、

特
務
機
関
長
を
窓
口
に
白
系
政
権
に
武
器
が
交
付
さ
れ
た
。
陸
軍
省
は
問
題

が
露
見
し
て
も
そ
の
解
明
・
処
罰
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
参

謀
本
部
・
出
先
軍
を
抑
え
る
立
場
が
崩
れ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
後
、
櫻
井
良
樹
氏
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
若
干
の
質

疑
を
行
っ
た
。
氏
は
日
本
政
治
外
交
史
の
専
門
家
で
あ
る
が
、
報
告
を
よ
く

理
解
し
適
切
な
議
論
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
出
兵
は
、
ロ
シ
ア
革
命
・
内
戦
史
と
日
本
の
政
治
外
交
史
、
さ

ら
に
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
が
複
雑
に
か
ら
む
事
象
で
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

点
が
ま
だ
ま
だ
多
い
。
共
通
論
題
「
い
ま
ロ
シ
ア
史
を
ど
う
書
く
か
│
個 

別
史
と
世
界
史
の
あ
い
だ
」に
も
通
じ
る
が
、
こ
こ
は
ま
さ
に
ロ
シ
ア
史
や

日
本
史
と
い
う
枠
を
越
境
し
た
研
究
が
必
要
な
領
域
な
の
で
あ
る
。


